
 

資料３ 

 

平成２８年度 １２月補正予算案の概要 
 

 

１ 総  括 

   社会福祉施設等の防犯対策の強化など国の補正予算に対応する経費に予算措置を講

じるとともに、小児医療センター跡地に新たに設置する医療型障害児入所施設の整備

を推進するなど、当面緊急に対応すべき事業について補正予算を編成した。 

 

２ 補正予算の規模 

  一般会計                                   ８億８，３８２万４千円 

  （補正後累計            １兆８，９４２億１，３０６万８千円） 

  企業会計（病院事業）           １４億４，９７１万７千円 

 

３ 内  容（特に記載のないものは一般会計の内容） 

 ○ 国補正予算への対応 

  新 社会福祉施設等の防犯対策の強化 ３億１，３０２万４千円 

  新 一時保護児童の生活環境の改善 ５，７２１万円   

    ・ 潜在保育士に対する就職準備金貸付の拡充 １億８，４２４万円   

    ・ 公共事業（農業基盤整備）等の追加 ３億２，９３５万円   

             

 ○ 医療型障害児入所施設整備の推進 

・ 小児医療センター保健発達棟の改修 ≪病院事業会計≫   

          ＜債務負担行為の設定＞  限度額：８億８，３３９万８千円 

   

 ○ その他 

・ 薬品費の増額 ≪病院事業会計≫           １４億４，９７１万７千円 

  ・ 繰越明許費の設定（公共事業）           １０億  ７００万円 

 

４ 主な財源（一般会計） 

  ・ 国庫支出金                    ６億１，８３８万３千円

  ・ 繰越金           １億２，２０５万４千円 

   ・ 県債                         ８，５００万円  


